
(57)【要約】

【課題】排水性を阻害することなく石噛みを抑制すると

共に、一旦噛み込んでしまった石によるトレッド部の損

傷を軽減し、かつ生産性に優れた空気入りタイヤを提供

する。

【解決手段】トレッド部１にタイヤ周方向に延びる主溝

４を有する空気入りタイヤにおいて、主溝４の両側壁面

の少なくとも溝底から主溝深さの１／２までの領域Ｗに

、少なくとも２以上の半円弧状の断面を有すると共にタ

イヤ周方向に連続した凸部６を、溝深さ方向に配列する

ように形成する。また、必要に応じて、凸部６を、さら

に主溝４の溝底にも形成する。ここで、凸部６がなす断

面の曲率半径を０．５～１．５ｍｍとすることが好まし

い。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト レ ッ ド 部 に タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 主 溝 を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、
前 記 主 溝 の 両 側 壁 面 の 少 な く と も 溝 底 か ら 主 溝 深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に 、 少 な く と も ２
以 上 の 半 円 弧 状 の 断 面 を 有 す る と 共 に タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続 し た 凸 部 を 、 溝 深 さ 方 向 に 配 列
す る よ う に 形 成 し た 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凸 部 を 、 さ ら に 前 記 主 溝 の 溝 底 に 形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 凸 部 が な す 断 面 の 曲 率 半 径 が ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 空 気
入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
重 荷 重 用 タ イ ヤ 又 は 建 設 車 両 用 タ イ ヤ で あ る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 排 水 性 を 阻 害 す る こ と な く 石 噛 み を 抑
制 す る と 共 に 、 一 旦 噛 み 込 ん で し ま っ た 石 に よ る ト レ ッ ド 部 の 損 傷 を 軽 減 さ せ る 機 能 を 有
し 、 か つ 生 産 性 に 優 れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
整 地 さ れ て い な い 砂 利 道 等 を 走 行 す る こ と の 多 い 主 に ト ラ ッ ク や 建 設 車 両 に 使 用 さ れ る タ
イ ヤ は 、 走 行 中 に ト レ ッ ド 部 に 形 成 さ れ た 溝 部 に 小 石 が 噛 み 込 ま れ る こ と が 多 く 、 こ の よ
う な 状 態 で 走 行 し 続 け る と 小 石 が 溝 部 を 押 し 広 げ て 溝 底 部 に 亀 裂 を 生 じ さ せ 、 こ れ が タ イ
ヤ を 破 損 さ せ る 原 因 の 一 つ と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 問 題 を 解 消 さ せ る た め に 、 こ れ ま で 数 多 く の 提 案 が な さ れ て お り 、 そ の 主 な も の は
、 ト レ ッ ド 部 の 主 溝 の 溝 底 面 又 は 溝 壁 面 に 種 々 の 形 態 に よ る 突 起 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 噛
み 込 ん だ 石 を 排 除 し て 石 噛 み を 防 止 す る も の で あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － １ １ ５ ３ １ ８ 号 公 報 （ 第 １ ～ ３ 頁 、 第 １ ～ ６ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ れ ら の 提 案 に よ る タ イ ヤ に は 溝 壁 面 等 に 形 成 す る 突 起 の 形 態 が 複 雑 で あ
る 場 合 が 多 い 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 突 起 が 排 水 性 を 阻 害 す る 原 因 と な り 、 さ ら に は タ イ
ヤ 加 硫 時 に 金 型 か ら の 離 型 を ス ム ー ズ に 行 え な い 等 の 問 題 が あ り 、 生 産 性 を 阻 害 す る も の
で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 何 れ の 提 案 に お い て も 、 一 旦 噛 み 込 ん で し ま っ た 石 か ら ト レ ッ ド 部 の 損 傷 を 守 る た
め の 工 夫 が 見 ら れ ず 、 未 だ 充 分 な 石 噛 み 防 止 機 能 を 有 す る タ イ ヤ と し て の 評 価 が 得 ら れ る
に は 至 っ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 か か る 問 題 点 を 解 消 し 、 排 水 性 を 阻 害 す る こ と な く 石 噛 み を 抑 制 す る と
共 に 、 一 旦 噛 み 込 ん で し ま っ た 石 に よ る ト レ ッ ド 部 の 損 傷 を 軽 減 し 、 か つ 生 産 性 に 優 れ た
空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 ト レ ッ ド 部 に タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び
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る 主 溝 を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 主 溝 の 両 側 壁 面 の 少 な く と も 溝 底 か ら 主 溝
深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に 、 少 な く と も ２ 以 上 の 半 円 弧 状 の 断 面 を 有 す る と 共 に タ イ ヤ 周
方 向 に 連 続 し た 凸 部 を 、 溝 深 さ 方 向 に 配 列 す る よ う に 形 成 し た こ と を 要 旨 と し 、 必 要 に 応
じ て 、 こ れ に 加 え て 、 前 記 凸 部 を 、 さ ら に 前 記 主 溝 の 溝 底 に 形 成 し た こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の よ う に 、 主 溝 の 両 側 壁 面 の 少 な く と も 溝 底 か ら 主 溝 深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に 、 少
な く と も ２ 個 の 半 円 弧 状 断 面 の 凸 部 を タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続 す る よ う に 形 成 し て い る た め 、
先 ず 踏 面 側 に 位 置 す る 凸 部 が 主 溝 に 入 り 込 ん だ 石 を 外 部 に は じ き 出 す こ と が で き る 。 ま た
、 該 凸 部 が 損 傷 を 受 け た 場 合 で あ っ て も 、 こ れ に 隣 接 す る 溝 底 側 の 凸 部 が 石 を 外 部 に は じ
き だ す 作 用 を 果 た す の で 、 主 溝 に 入 り 込 ん だ 石 が 溝 底 側 に 残 る こ と を 抑 制 し 、 溝 底 を 損 傷
す る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 少 な く と も ２ 個 の 凸 部 を 壁 面 に 並 べ て 連 続 し た 凹 凸 面 に 形 成 す る た め 、 主 溝 に 入
り 込 ん だ 石 か ら 加 わ る 外 力 を そ の 凹 凸 面 が 分 散 し 、 壁 面 に お け る 応 力 の 集 中 を 緩 和 し 、 溝
壁 の 損 傷 を 抑 制 す る 。 ま た 、 凸 部 を 溝 底 面 に も 形 成 す れ ば 、 上 記 効 果 が 溝 底 に も 及 び 溝 底
壁 の 損 傷 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 凸 部 は 半 円 弧 状 断 面 で あ る と 共 に 、 溝 底 か ら 主 溝 の 深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に し か
配 置 し て い な い た め 、 排 水 性 を 阻 害 さ せ な い ば か り で な く 、 加 硫 後 の 離 型 に 対 し て も 抵 抗
を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 構 成 に つ き 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 各 図 に お い て 、 同
一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 例 示 す る タ イ ヤ 子 午 線 方 向 の 半 断 面 図 で あ り 、 １
は ト レ ッ ド 部 、 ２ は カ ー カ ス 層 、 ３ は ト レ ッ ド 部 １ と カ ー カ ス 層 と の 間 に 埋 設 さ れ た ベ ル
ト 層 で あ る 。 ト レ ッ ド 部 １ に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に ス ト レ － ト 状 又 は ジ グ ザ グ 状 に 延 び る 複
数 の 主 溝 ４ が 設 け ら れ 、 こ れ ら 複 数 の 主 溝 ４ に よ っ て 複 数 の リ ブ ５ が 分 割 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は 図 １ の 空 気 入 り タ イ ヤ の 主 溝 ４ の 部 分 を 拡 大 し て 示 す も の で 、 主 溝 ４ の 両 側 壁 に は
、 溝 底 側 の 領 域 Ｗ に 複 数 の 半 円 弧 状 断 面 の 凸 部 ６ が 、 同 じ く 半 円 弧 状 断 面 の 凹 部 ８ を 隣 接
す る 前 記 凸 部 ６ 、 ６ 間 に 介 在 さ せ て タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
よ う に 凸 部 ６ と 凹 部 ８ と が 平 行 に 並 ん だ 凹 凸 面 ７ が 主 溝 ４ の 両 側 壁 に タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続
し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
凹 凸 面 ７ を 形 成 す る 領 域 Ｗ は 、 溝 底 か ら 主 溝 深 さ の １ ／ ２ ま で と し 、 好 ま し く は １ ／ ３ ま
で に す る の が よ い 。 ま た 、 凸 部 ６ の 断 面 形 状 の 曲 率 半 径 Ｒ 及 び 凹 部 ８ の 断 面 形 状 の 曲 率 半
径 Ｒ ’ は ０ ． ５ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 領 域 Ｗ を 主 溝 深 さ Ｈ の １ ／ ２ よ り 大 き く 設 定 す る と 、 排 水 性 が 阻 害 さ れ る と 共 に 、 タ
イ ヤ 加 硫 時 の 離 型 性 を 悪 く す る よ う に な る 。 ま た 、 曲 率 半 径 Ｒ が ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 で は 主 溝
４ に 入 り 込 ん だ 石 を 外 部 に は じ き 出 す 作 用 が 充 分 に 得 ら れ ず 、 １ ． ５ ｍ ｍ 超 で は 排 水 性 が
阻 害 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施
形 態 で は 、 図 ２ の 態 様 に 加 え て 、 さ ら に 溝 底 を 含 め た 領 域 Ｘ に 複 数 の 凸 部 ６ と 凹 部 ８ と を
並 列 に タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続 し て 形 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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図 ４ は 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 更 に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。 こ の
実 施 形 態 が 図 ３ と 異 な る 点 は 、 主 溝 ４ の 両 側 壁 面 に そ れ ぞ れ ３ 個 の 半 円 弧 状 の 凸 部 ６ を 有
す る 連 続 し た 凹 凸 面 ７ を 形 成 し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 主 溝 ４ の 両 側 壁 面 の 溝 底 側 に そ れ ぞ れ ２ 以
上 づ つ 形 成 し た 凸 部 ６ が 、 主 溝 ４ に 入 り 込 ん だ 石 を 外 部 に は じ き だ す 作 用 を 果 た す 。 す な
わ ち 、 ２ 以 上 の 凸 部 ６ を 深 さ 方 向 に 並 べ て 形 成 し て い る た め 、 踏 面 側 に 位 置 す る 凸 部 ６ が
損 傷 を 受 け た 場 合 に あ っ て も 、 こ れ に 隣 接 す る 溝 底 側 の 凸 部 ６ が 石 を 外 部 に は じ き だ す 作
用 を 果 た す 。 し た が っ て 、 主 溝 ４ に 入 り 込 ん だ 石 が 溝 底 側 に 残 る こ と を 抑 制 し 、 石 が 溝 底
を 損 傷 す る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 壁 面 が 半 円 弧 状 断 面 の 凸 部 ６ を 溝 深 さ 方 向 に 並 べ て 凹 凸 面 ７ に 形 成 し て い る た め
、 主 溝 ４ に 入 り 込 ん だ 石 か ら 加 わ る 外 力 が 凹 凸 面 ７ 上 で 分 散 さ れ て 、 応 力 の 集 中 が 緩 和 さ
れ 溝 壁 の 損 傷 を 抑 制 す る 。 さ ら に 、 溝 底 面 に 凸 部 ６ を 形 成 す れ ば 、 前 記 と 同 様 に し て 、 溝
底 壁 の 損 傷 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 凸 部 ６ を 配 列 さ せ た 領 域 Ｗ は 、 溝 底 か ら 主 溝 深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 、 好 ま し く は
１ ／ ３ ま で の 領 域 に し て あ り 、 し か も 凸 部 ６ は 半 円 弧 状 断 面 形 状 で あ る の で 、 排 水 性 を 阻
害 す る こ と が な く 、 加 え て 加 硫 時 の 金 型 か ら の 離 型 性 を 阻 害 す る こ と が な い た め 生 産 性 に
優 れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 実 施 例 １ 】
タ イ ヤ サ イ ズ （ １ １ Ｒ ２ ２ ． ５ 　 １ ４ Ｐ Ｒ ） 、 及 び 主 溝 の 断 面 形 状 を 除 く ト レ ッ ド パ タ ー
ン 並 び に 主 溝 寸 法 の 仕 様 を 下 記 の 通 り 共 通 に し て 、 表 １ に 示 す 諸 元 を 異 に す る 従 来 タ イ ヤ
と 本 発 明 タ イ ヤ と を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 ２ 種 類 の 重 荷 重 用 タ イ ヤ に つ い て 、 下 記 の 試 験 方 法 に よ り 石 噛 み 試 験 を 行 い 、 試 験 後
の 各 タ イ ヤ の 主 溝 中 に 残 存 し た 石 噛 み 個 数 を 調 べ た 結 果 を 表 １ に 併 せ て 記 載 し た 。 な お 、
各 タ イ ヤ に 共 通 す る 仕 様 、 及 び 本 発 明 タ イ ヤ に 特 有 の 仕 様 の う ち 主 な も の は 以 下 の 通 り で
あ っ た 。
［ 各 タ イ ヤ に 共 通 す る 仕 様 ］
ト レ ッ ド パ タ ー ン ： 周 方 向 に ４ 本 の ス ト レ ー ト 状 の 主 溝 を 形 成 し た リ ブ パ タ ー ン 。
主 溝 寸 法 ： 溝 深 さ ＝ １ ０ ． ６ ｍ ｍ 、 溝 幅 （ 踏 面 側 ） ＝ １ ３ ． ０ ｍ ｍ
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 本 発 明 タ イ ヤ に 特 有 の 仕 様 ］
凹 凸 面 の 領 域 Ｗ ： Ｗ ＝ Ｈ ／ ３
［ 石 噛 み 試 験 方 法 ］ 　 各 試 験 タ イ ヤ ８ 本 を リ ム （ ２ ２ ． ５ × ７ ． ５ ０ ） に 組 み 込 み ７ ０ ０
ｋ ｐ ａ の 空 気 圧 を 充 填 し て 試 験 車 の 後 輪 に 装 着 し 、 直 径 ５ ～ １ ０ ｍ ｍ の 小 石 を ア ス フ ァ ル
ト 路 面 上 に 厚 さ 約 １ ０ ｍ ｍ 、 長 さ ２ ５ ｍ に わ た っ て 敷 き つ め た 試 験 路 を ３ 往 復 走 行 さ せ た
後 、 走 行 後 の 試 験 タ イ ヤ ８ 本 の 主 溝 に 噛 ん で い た 石 の 数 を 合 計 す る 。 こ れ を ３ 回 繰 り 返 し
て 平 均 し て 石 噛 み 個 数 と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
表 １ か ら 判 る よ う に 、 本 発 明 タ イ ヤ は 従 来 タ イ ヤ に 比 較 し て 、 主 溝 に 残 存 し た 石 の 数 が １
／ ３ に な っ て お り 、 こ の 結 果 か ら 本 発 明 タ イ ヤ の 主 溝 の 断 面 形 状 を 採 用 す る こ と に よ っ て
、 本 発 明 タ イ ヤ は 走 行 中 に 主 溝 に 入 り 込 ん だ 石 を 外 部 に は じ き 出 す 効 果 が 従 来 タ イ ヤ の ３
倍 に な る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 主 溝 の 両 側 壁 面 の 少 な く と も 溝 底 か ら 主 溝
深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に 、 複 数 の 半 円 弧 状 の 断 面 を 有 す る と 共 に タ イ ヤ 周 方 向 に 連 続 し
た 凸 部 を 溝 深 さ 方 向 に 配 列 す る よ う に 形 成 し た の で 、 主 溝 に 入 り 込 ん だ 石 を 複 数 の 半 円 弧
状 断 面 の 凸 部 が 効 率 的 に 外 部 に は じ き 出 す こ と に よ り 、 噛 み 込 ん だ 石 が 溝 底 側 に 残 る こ と
を 抑 制 し 、 溝 底 面 を 損 傷 す る こ と を 防 止 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 少 な く と も ２ 以 上 の 凸 部 を 壁 面 の 深 さ 方 向 に 並 べ て 連 続 し た 凹 凸 面 に 形 成 し た の で
、 主 溝 に 入 り 込 ん だ 石 か ら 加 わ る 外 力 を 凹 凸 面 が 分 散 し 、 壁 面 に お け る 応 力 の 集 中 を 緩 和
し 、 溝 壁 面 の 損 傷 を 抑 制 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 凸 部 は 半 円 弧 状 断 面 を な し 、 こ れ を 溝 底 か ら 主 溝 深 さ の １ ／ ２ ま で の 領 域 に 配 置
し た の で 、 排 水 性 を 阻 害 さ せ な い ば か り で な く 、 加 硫 時 の 金 型 か ら の 離 型 性 を 阻 害 す る こ
と が な く 生 産 性 に 優 れ る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 要 部 を 例 示 す る タ イ ヤ 子 午 線 方 向 の 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 空 気 入 り タ イ ヤ の 主 溝 の 部 分 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 更 に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ２ に 相 当 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 石 噛 み 試 験 で 採 用 し た 従 来 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 主 溝 の 断 面 形 状 を 示 す 図 ２ に 相 当
す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 ト レ ッ ド 部
２ 　 カ ー カ ス 層
３ 　 ベ ル ト 層
４ 　 主 溝
５ 　 リ ブ
６ 　 凸 部
７ 　 凹 凸 面
８ 　 凹 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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